日本文教出版　平成23年度用「小学書写」


平成23年度版『小学書写』年間指導計画案について
　本資料は、弊社発行の教科書、平成23年度版『小学書写』の年間指導計画を作成するための参考として、
学年ごとにまとめたものです。各地域・学校の実態に合わせてご活用ください。

【本資料の構成要素】
　各学年とも、以下の項目を一覧表にまとめました。

目標（学習のめあて）…学習指導要領に示される各学年の指導事項をもとに設定した、学年の目標（学習のめあて）です。
配当時数　………………学習指導要領に示される「指導計画の作成と取扱い」を考慮し、毛筆と硬筆の関連的な指導ができるように設定した年間の総授業時数のめやすです。
○月………………………指導する時期を示しています。
○単元・主教材…………単元のまとまりと、各単元内に構成される主教材をわかりやすくするために、項目を分けて示しています。単元名および教材名のマークは、以下の通りです。

◆…生活に生かそう　（全学年）

◎…コラム　　　　　（全学年）

◇…聞いて書こう　　（第三学年以上）

☆…発展的な学習内容（第五・六学年）

なお、本資料では指導時期（月）を優先して配列しているため、教科書の掲載順と異なるところが部分的にあります。
○教科書ページ…………教科書掲載のページを示しています。
○配当時数………………指導に必要な、単元および主教材ごとの授業時数を示しています。コラムや「発展的な学習内容」の教材には、具体的な配当時数を充てておりません。これは、児童の興味・関心や、学校・学級の実態に応じて、適宜扱うようにしていただきたいためです。
○目標と主な学習活動…単元および主教材の目標と、その具体的な学習活動を焦点化して示しています。
○評価規準………………目標と学習活動に即した評価規準を、四つの観点で示しています。

評価規準について
【小学校　国語科書写としての学習評価】
　中央教育審議会による「児童生徒の学習評価の在り方について」では、学習指導要領において示された基礎的・基本的な知識・技能、それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等及び主体的に学習に取り組む態度の育成が確実に図られるよう、学習評価を通じて、学習指導の在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を図ること、学校における教育活動を組織として改善すること等が重要とされています。それを受けて、文部科学省からの「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」において、「学習評価の改善に関する基本的な考え方について」として、新しい評価規準に関する四つの観点が示されました。


　その一方、「各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨」の〈小学校　国語〉では、「国語への関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」「言語についての知識・理解・技能」の五つの観点が示されています。このうち、「言語についての…」の趣旨に、書写の内容が示されています。



　つまり、書写は「知識・理解・技能面での学習評価が求められる」ことになります。

【日本文教出版『小学書写』の評価規準】
　弊社では、平成23年度版『小学書写』を編集するにあたって、学習指導要領に示される「国語科の目標及び内容」を踏まえつつ、書写で学習したことが実際の日常生活や他教科の学習活動に役立つことを目指し、各領域（話す・聞く、書く、読む）の言語活動を数多く取り入れました。また、自ら学び、課題を解決していく能力を身につけるためには、学習過程を明確にしながら、学習評価についても「結果（成果）」のみではなく「過程」もたいせつにしなければならないと考えています。このような考えのもとで、新しい教育課程全般に関わる四つの評価規準の観点を国語科書写にも適用し、『小学書写』の評価規準として設定しました。効果的・効率的な学習活動と学習評価を関連的に行うための一助となれば幸いです。
※評価規準については、文部科学省・国立教育政策研究所において、現在も継続的に審議されています。今後の状況次第では、本資料の内容を変更する場合がございます。ご了承下さい。
　学習評価における観点については、新しい学習指導要領を踏まえ、「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」に整理し、各教科等の特性に応じて観点を示している。設置者や学校においては、これに基づく適切な観点を設定する必要があること。�
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●第一学年及び第二学年


　…文字を正しく丁寧に書いている。


●第三学年及び第四学年


　…文字を形や大きさ、配列、筆圧などに注意して書いている。�
�






●第五学年及び第六学年


　…文字を書く目的や用紙全体との関係、点画のつながりなどに注意


　　して書いている。


（いずれも該当部分の抜粋）�
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